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若
草
山

奈
良
公
園
の
シ
カ
(芝
地
)

奈
良
公
園
の
シ
カ
(芝
地
)

片
岡
梅
林

奈
良
公
園
の
シ
カ
(芝
地
)

奈
良
公
園
の
紅
葉奈
良
公
園
の
サ
ク
ラ

参
道
の
ク
ロ
マ
ツ

参
道
の
ク
ロ
マ
ツ

ク
ロ
ク
ロ

奈奈

林
梅
林

岡
梅

片

検
討
方
向
：
既
存
の
魅
力
改
善

　
既
存
の
花
木
・
芝
地
や
眺
望
景
観
な
ど
既
存
の

　
魅
力
要
素
を
最
大
限
に
活
か
す
改
善
を
行
う
。

・
過
密
樹
林
の
改
善
と
眺
望
景
観
の
保
全
・
改
善
を
行
う
。

・
水
辺
や
自
然
林
等
の
資
源
や
谷
地
形
の
景
観
特
性
を
活
用
す
る
。

・
連
携
エ
リ
ア
と
の
協
調
に
配
慮
し
て
検
討
を
進
め
る
。

検
討
方
向
：
立
地
と
土
地
特
性
を
活
か
し
新
た
な
魅
力
創
出
　
　

　
・
築
地
塀
に
囲
わ
れ
た
景
観
を
活
か
す
。（
ス
ポ
ッ
ト
的
景
観
）

　
・
邸
宅
の
資
源
(低
木
草
本
）
や
特
性
(シ
カ
防
除
)を
活
か
す
。

　
・
四
季
を
通
じ
て
多
数
の
利
用
が
あ
る
こ
と
に
配
慮
す
る
。

紅
葉

の
紅

芝(
カ
(

の
シ
カ

のの
シ
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0

20
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ゾーニングの変更点・報告書の構成変更点 

 
 

1. ゾーニングの変更点 

  
  ○変更の考え方  

 

正倉院及び旧大乗院庭園、奈良ホテルは、（広義の）奈良公園の主要施設であり、観光施設とし

ての魅力も高い。ゾーニング元案ではこれらの施設はバッファーゾーンに含められており、その

ままでは一般の民有地と同等の取り扱いとなり、当該施設の位置づけとしては違和感が生じる。 

そこで、奈良公園全体から見た植栽としての役割はバッファー機能としつつ、当該施設にとっ

ての植栽役割の重要性を評価し、サブゾーンとして「正倉院植栽ゾーン」「旧大乗院庭園植栽ゾー

ン」を追加設定した。  

 

２. 報告書の構成変更点 

  
  ○変更の考え方  

 

第３回委員会の資料では、「（1）ゾーニングの検討」の項に「現況植栽の問題点」を表記した

図が挿入されていたため、現況の問題点改善が植栽計画であると誤解される表現となっており、

長期的な将来目標を定めることを狙いとしたゾーニングの目的が曖昧となっていた。(委員指摘事

項) 

そこで、ゾーニング検討の作業過程で抽出された「現況植栽の問題点」や「魅力向上の方向性

(案)」については、「（1）ゾーニングの検討」に続く項として「(2)植栽計画に向けての課題整理」

を設けて、そこで述べる構成とした。 
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